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低温で高活性・高安定性を有する
水素製造触媒

こんなことに使える！

アルコール類から高効率に水素製造
を行うことができ、上記のような特徴
から、システムの簡略化やメンテナン
ス性の向上に役立つと考えています。

本発明は、水素製造触媒に関するも
ので、大きく３つの特徴を有します。
①低温での高い水素生成速度

従来の触媒では、活性を得るために
は250℃以上の温度が必要とされる
ところ、本発明では140℃程度の低
温で活性を発揮可能です。

②雰囲気・温度変動に対する高安定性
図1の横軸は、実験において雰囲気
と温度を変動させたサイクル回数で
す。特にPt-CZAにおいてはサイクル
を重ねても触媒活性が低下しておら
ず、実環境で使用された場合も高い
活性を長く維持することが出来ます。

③触媒の活性化に還元処理が不要
従来の触媒では、活性を持たせるた
めには使用時に事前の還元処理が必
要でしたが、図2に示す通り、Pdを
ドープした本発明では事前の還元処
理を行わずとも触媒活性を得られる
ことが分かりました。これにより、
工程削減が可能となり水素製造コス
トを減らすことが出来ます。
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どんな発明？

こんな研究室です！

触媒作用の分子論的理解に立脚した
分子レベル・ナノレベルでの触媒の設
計に基づく「環境保全・浄化に有効な
システム」「高効率な分子変換プロセ
ス」の構築を目指しています。「触
媒」をキーマテリアルとする環境に調
和した化学により、「環境・エネル
ギー・資源」の課題に取り組んでいま
す。
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本発明（3種類）
CZA :本発明の触媒
Pd-CZA :Pdをドープしたもの
Pt-CZA  :Ptをドープしたもの

比較例（既存技術）

図1：雰囲気・温度のサイクル実験結果

図2：事前の還元処理有無による比較

↑関連情報はこちら
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